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⑤
「
芹
沢
光
治
良
の
留
学
・
闘
病
の
謎
」
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ー
ン
県
オ

ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ
で
四
人
一
緒
に
闘
病
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
の
こ

と
も
少
し
書
き
ま
し
た
。
芹
沢
光
治
良
の
晩
年
に
連
作
と
し
て
創
作
し
た
「
神
の
書
」「
天
の

書
」[

注
／
全
九
巻
が
未
完
に
終
わ
り
、
没
後
に
全
八
巻
が
「
神
と
人
間
」
と
総
称
さ
れ
て
新
潮
社
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
る]

は
、
天
才
的
な
科
学
者
で
人
類
の
月
上
陸
を
予
言
し
た
り
、「
大
自
然
の
唯

一
の
神
」
を
説
き
、
芹
沢
光
治
良
に
作
家
に
成
る
こ
と
を
勧
め
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン

の
こ
と
を
回
想
し
て
書
き
残
す
た
め
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
す…

…

。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
闘
病
の
日
々
を
自
伝
的
に
創
作
し
た
三
部
作
の
『
離
愁
』
に
は
、
同
一

の
食
卓
に
つ
く
者
と
し
て
「
四
人
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
生
の
卓
子
」
に
頼
み
、「
パ
リ
大
学
の

ブ
ル
デ
ル
君
は
大
彫
刻
家
の
甥
で
、
代
議
士
の
息
子
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
学
の
ロ
シ
ー
君
は

ニ
ー
ム
の
銀
行
家
の
息
子
、
ノ
ル
シ
君
は
ポ
ア
チ
エ
の
工
芸
家
の
息
子
で
あ
る
が
、
み
な
法

律
を
学
ん
で
い
た
。」
と
あ
り
、
モ
ー
リ
ス
・
ロ
シ
ー
、
ジ
ャ
ン
・
ブ
ル
デ
ル
、
ノ
ル
シ
の
三

人
で
、
こ
こ
に
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
の
こ
と
は
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の

オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ
で
は
、
夫
人
の
見
舞
い
で
滞
在
し
て
い
た
小
説
家
ケ
ッ

セ
ル
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
添
削
を
し
て
く
れ
た
フ
ー
ベ
ル
夫
人
と
も
親
交
を
し
た
の
で
す
。

「
私[

芹
沢
光
治
良]

」
の
妻
Ａ
子
は
、
日
本
に
帰
国
せ
ず
に
度
々
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ
を
訪
ね
て
来

ま
す
。
ケ
ッ
セ
ル
は
、
高
原
療
養
所
の
体
験
を
小
説
に
書
き
、
私
に
共
作
を
し
よ
う
と
誘
い
、

作
家
に
成
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。
夫
人
は
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
へ
移
り
、
ケ
ッ
セ
ル
は
去
り

ま
し
た
。
フ
ー
ベ
ル
夫
人
も
主
人
が
迎
え
に
来
て
バ
リ
に
帰
り
ま
す
。
モ
ー
リ
ス
や
ジ
ャ
ン

も
許
可
が
出
て
、
半
世
紀
後
に
再
会
を
誓
っ
て
ニ
ー
ム
や
パ
リ
に
戻
り
ま
し
た
。「
私
」
も
オ

ー
ト
ヴ
ィ
ル
で
約
７
ケ
月
間
闘
病
し
て
、
牧
場
に
桜
草
が
咲
き
誇
る
春
に
、
デ
ュ
マ
レ
博
士

の
許
可
が
出
て
、
学
友
の
メ
ル
シ
エ
君
と
リ
ヨ
ン
に
滞
在
し
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
メ
ル
シ
エ
君

の
家
を
訪
ね
ま
し
た
。
パ
リ
に
帰
り
、
６
月
に
佐
伯
祐
三
画
伯
を
見
舞
い
ま
す
。
夏
を
ユ
リ

ア
ー
ジ
ュ
温
泉
の
寒
村
で
避
暑
し
、
11
月
上
旬
の
フ
ラ
ン
ス
船
ル
ブ
ラ
ン
号
で
帰
国
し
た

の
で
す
。
結
核
が
再
発
し
て
、
ス
イ
ス
の
レ
ー
ザ
ン
で
闘
病
は
し
な
い
の
で
す
。
こ
の
三
部
作

は
自
伝
的
で
す
が
創
作
で
あ
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
と
は
闘
病
は
し
な
か
っ
た
と
は

言
え
な
い
の
で
す
。帰
国
の
年
も
、ど
う
し
て
か
昭
和
４
年
11
月
と
記
憶
違
い
す
る
の
で
す
。

『
故
国
』
に
は
、「
六
年
ぶ
り
」「
僅
か
六
年
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
、
芹
沢
光
治
良
の
パ
リ

留
学
通
り
で
は
な
い
の
で
す
。
帰
路
に
上
海
で
、
陳
君
や
ル
ク
リ
ュ
に
案
内
さ
れ
て
現
代
支

那
文
学
の
大
家
ロ
ジ
ュ
ン
に
会
っ
た
の
は
「
魯
迅
」
で
あ
る
か
不
明
で
す
。
そ
し
て
、「
私
」

は
日
本
に
居
ら
れ
ず
、
ル
ク
リ
ュ
ウ
の
北
京
へ
旅
立
つ
と
言
う
の
も
自
伝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

昭
和
30(1955)

年
に
発
行
さ
れ
た
最
初
の
自
伝
『
神
と
死
と
富
と
』
に
は
、
オ
ー
ト
ビ
ル
の

高
原
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
し
た
が
、「
そ
こ
で
療
養
す
る
か
た
わ
ら
、
ほ
ん
と
う
に
生
と

は
何
ぞ
や
と
必
死
に
求
め
た
日
々
の
こ
と
は
、《
孤
絶
》
と
《
離
愁
》
と
い
う
二
篇
の
長
篇
小

説
に
詳
し
く
書
い
た
か
ら
、
今
更
此
処
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。」
と
闘
病
戦
友
の
こ
と
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
若
い
作
家
ケ
ッ
セ
ル
に
会
い
、
親
交
し
ま
し
た
。
デ
ュ
マ

レ
博
士
の
許
可
で
、
イ
タ
リ
ー
や
ギ
リ
シ
ャ
の
旅
を
敢
行
し
た
と
も
書
い
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
42(1967)

年
に
発
行
さ
れ
た
第
二
の
自
伝
『
私
の
青
春
時
代
』
に
は
、
生
年
を
明
治
30

年[

戸
籍
は
明
治
29
年]

と
書
き
、
大
正
14

年
に
パ
リ
に
留
学
し
、
結
核
に
罹
り
「
そ
れ
か
ら

一
年
余
も
、
ス
イ
ス
の
レ
ー
ザ
ン
や
コ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ト
ビ
ル
等
、
千
米
以
上
の
高

原
療
養
所
で
、
死
と
闘
う
生
活
を
し
た
。」
と
書
き
、
ケ
ッ
セ
ル
と
の
交
流
は
書
い
て
い
ま
す

が
、
闘
病
戦
友
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

昭
和
52(1977)

年
に
書
か
れ
た
第
三
の
自
伝
『
捨
犬
か
雑
草
の
よ
う
に
』
に
は
、「
私
は
大

学
を
出
た
ば
か
り
の
二
人
の
若
い
人
の
食
卓
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
」「
二
人
と
の
交
遊
」

「
一
人
は
ニ
ー
ム
の
銀
行
家
の
息
子
で
家
業
を
つ
ぐ
の
だ
が
、
大
変
な
文
学
愛
好
家
だ
っ
た
。

一
人
は
大
彫
刻
家
ブ
ル
ー
デ
ル
の
甥
で
詩
人
を
志
し
て
い
た
が
、
差
し
当
た
り
田
舎
の
中
学

校
の
教
師
を
す
る
と
き
め
て
い
た
」
と
モ
ー
リ
ス
と
ジ
ャ
ン
の
二
人
の
み
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ

ャ
ル
マ
ン
の
こ
と
は
全
く
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
私
は
半
年
後
、
オ
ー
ト
・
ビ
ル
か
ら
ス
イ

ス
の
レ
ー
ザ
ン
の
療
養
所
に
移
っ
た
」「
雪
に
な
る
直
前
に
ア
ル
プ
ス
を
仰
ぐ
レ
ー
ザ
ン
の

V
博
士
の
療
養
所
へ
行
っ
た
」
と
ス
イ
ス
の
療
養
所
で
も
闘
病
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ
で
共
に
闘
病
し
た
四
人
は
、
四
半
世
紀(

25
年)

後
に

再
会
し
よ
う
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
戦
後
の
昭
和
26(1951)

年
に
ス
イ
ス
の

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ペ
ン
大
会
に
参
加
し
た
後
に
、
パ
リ
に
３
ケ
月
滞
在
し
ま

し
た
。
こ
の
時
の
体
験
で
書
い
た
長
編
小
説
『
新
し
い
パ
リ
』
に
、「
高
原
結
核
都
市
オ
ー
ト

ビ
ル
に
、
ボ
ナ
フ
ェ
博
士
を
訪
ね
て
、
も
と
い
た
療
養
所
で
数
日
す
ご
し
て
、
パ
リ
に
も
ど

っ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
三
人
の
闘
病
戦
友
の
こ
と
は
何
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

  

と
こ
ろ
が
、
昭
和
55(1980)

年
秋
季<

ひ
ろ
ば>

に
発
表
し
た
随
筆
「
死
ん
だ
は
ず
の
若
い
日

の
友
が
生
き
て
い
た
」
に
、「
五
月
は
じ
め
」
と
書
き
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
か
ら
電
話
が
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あ
り
、「
一
九
二
七
年(

昭
和
二
年)

の
冬
を
、
エ
ー
ン
県
の
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ

で
と
も
に
過
ご
し
た
」
モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
か
ら
の
手
紙
が
、
突
然
に
届
き
ま
し
た
。「
境

遇
と
病
状
と
の
似
た
よ
う
な
四
人
を
一
組
」
と
し
て
過
ご
し
た
モ
ー
リ
ス
で
す
が
、「
こ
の

モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
と
、
ジ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー
デ
ル
と
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
と
四
人

で
一
組
を
な
し
た
。
モ
ー
リ
ス
は
ニ
ー
ム
の
商
業
会
議
所
長
の
独
り
息
子
で
、
ポ
ア
チ
エ
大

学
で
経
営
学
を
、
ジ
ャ
ン
は
大
彫
刻
家
ブ
ル
ー
デ
ル
の
甥
で
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
歴
史
学

を
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
パ
リ
の
理
科
大
学
で
理
論
物
理
学
と
天
文
学
を
勉
強
し
て
い
た
。」
と
書

い
て
、
初
め
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
一
九
二
七
年
か
ら
八
年
の
冬

に
か
け
て
」
の
冬
は
春
の
間
違
い
。
返
事
に
は
「
夢
か
と
驚
き
喜
ん
だ
こ
と
、
雪
に
う
も
れ

た
あ
の
数
カ
月
は
忘
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
私
の
心
に
生
き
つ
づ
け
た
こ
と
」
等
を
書
い
て
「
生

き
た
し
る
し
」
を
モ
ー
リ
ス
に
書
き
送
り
、「
歓
喜
に
あ
ふ
れ
た
返
事
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。

電
話
で
し
ら
さ
れ
た
パ
リ
の
ブ
ル
ー
デ
ル
か
ら
も
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。「
私
は
二
人
に
ジ

ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
を
探
し
出
す
よ
う
に
書
こ
う
と
考
え
た
」
と
書
か
れ
、
ジ
ャ
ッ
ク
を

回
想
し
、「
大
宇
宙
を
創
造
し
た
神
」「
遠
か
ら
ず
人
間
も
月
に
行
け
る
こ
と
」
と
書
き
、「
彼

が
生
き
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
偉
大
な
学
者
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
考
え
ま
す
。
冬
季
の

随
筆
「
美
し
い
朴
の
一
葉
が
ま
た
散
っ
た
」
に
は
、「
便
り
の
な
い
ジ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
は
、
暇

さ
え
あ
れ
ば
思
い
出
し
た
。」「
私
は
ジ
ャ
ッ
ク
を
探
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
と
モ
ー

リ
ス
に
頼
ん
だ
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
昭
和
56(1981)

年
春
季
の
随
筆
「
孤
独
な
老
耄
欅
」
に

は
「
若
い
予
言
者
の
よ
う
だ
っ
た
天
才
科
学
者
」
は
ど
う
な
っ
た
か
心
配
し
て
い
た
ら
、
モ

ー
リ
ス
か
ら
の
手
紙
に
「
ジ
ャ
ッ
ク
は
君
が
考
え
た
よ
う
に
、
や
は
り
戦
争
中
に
ア
メ
リ
カ

に
逃
れ
て
、
研
究
を
つ
づ
け
て
世
界
的
な
学
者
に
な
り
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
け
て
、

現
在
は
父
の
国
に
住
ん
で
い
る
よ
う
だ
。」
と
あ
り
、
一
週
間
後
の
速
達
に
「
今
パ
リ
の
ジ
ャ

ン
・
ブ
ル
ー
デ
ル
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
の
住
所
が
判
っ
た
の
で
、
国
際
電
話
し

た
処
、
夫
人
が
出
て
、
彼
が
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
と
知
ら
さ
れ
た
。
一
九
六
七
年
に
オ
ラ

ン
ダ
に
帰
っ
た
が
、
翌
年
直
ぐ
に
オ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
を
訪
ね
る
ほ
ど
、
雪
の
な
か
の
半
年
の
闘

病
生
活
を
大
切
な
思
い
出
に
し
て
、
同
伴
の
三
人
の
戦
友
の
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
夫
人
に
語

り
、
当
時
の
日
誌
や
随
想
も
保
存
し
て
あ
る
が
、…

…

」
と
書
か
れ
て
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
が

三
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
で
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
ま
す
。
秋
季
の
随
筆
「
私
も
『
ガ

ン
病
棟
よ
り
還
』
ら
な
け
れ
ば
」
に
「
家
内[

芹
沢
夫
人]

」
が
入
院
す
る
前
の
メ
モ
用
紙
に
「
オ

ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
天
文
学
者
が
話
し
た
、
大
宇
宙
を
動
か
し
て
い
る
偉
大
な
力
の
愛
を
、
私
も

信
じ
て
、
絶
望
し
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
い
る
の
で
す
。
文
子
さ
ん
が
「
あ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
の
ジ
ャ
ッ
ク
先
生
の
お
話
し
を
し
ま
し
た
が

ー
」
と
も
書
い
て
い
ま
す
。
金
江
夫
人
は

昭
和
57(1982)

年
２
月
に
舌
癌
で
死
去
し
ま
し
た
。
金
江
夫
人
や
三
女
の
文
子
さ
ん
も
天
才

ジ
ャ
ッ
ク
の
こ
と
を
自
覚
し
、
話
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

昭
和
60(1985)

年
に
書
い
た
第
四
の
自
伝
『
わ
が
青
春
』
に
は
、
オ
ー
ト
ビ
ル
の
ホ
テ
ル
・

レ
ジ
ナ
で
の
「
三
人
の
戦
友
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
歴
史
科
三
年
生
の
ジ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー

デ
ル
と
ポ
ア
チ
エ
大
学
の
経
済
三
年
生
の
モ
ー
リ
ス
・
ル
ッ
シ
ー
と
パ
リ
理
科
大
学
の
研
究

室
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
で
、
班
長
格
は
天
才
ジ
ャ
ッ
ク
だ
っ
た
。」
と
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ

ャ
ル
マ
ン
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
は
「
大
自
然
の
神
」
を
説
き
、「
文
学
者

に
な
る
こ
と
」
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
「
五
月[

八
月
？]

か
ら
十
月
中
旬
ま
で
」
ス

イ
ス
の
レ
ー
ザ
ン
で
死
闘
を
し
、「
十
一
月
十
三
日
の
早
朝
神
戸
港
」
に
着
き
帰
朝
出
来
た

の
で
す
。
夫
人
と
長
女
を
名
古
屋
に
残
し
、
す
ぐ
に
上
京
し
、
麻
布
の
ペ
ー
ル
の
家
で
『
ブ

ル
ジ
ョ
ア
』
を
書
い
て
十
一
月
末
に
雑
誌<

改
造>

の
懸
賞
小
説
に
応
募
し
た
の
で
す
。
東
京

市
外
上
落
合
の
家
に
移
住
し
、
昭
和
４(1929)

年
の
年
賀
状
を
出
し
た
の
で
す
。
自
伝
の
跋
に

「
若
い
日
に
と
も
に
死
と
闘
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
と
モ
ー
リ
ス
と
、
ジ
ャ
ン
に
連
絡
が
つ
い
た
の

は
、
八
十
二[

83
歳
？]

歳
の
時
だ
っ
た
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
前
に
自
作
し
て

芹
沢
家
の
墓
「
芹
沢
光
治
良 

そ
の
家
族
の
墓
」
の
墓
碑
銘
に
「
科
学
者
の
畏
友
ジ
ャ
ッ
ク
に 

大
自
然
の
法
則
と
神
の
存
在
を
」
と
刻 [

注
／
一
九
八
二
年 

八
十
五
翁 

光
治
良]

し
た
の
で
す
。 

 

『
離
愁
』
に
、
オ
ー
ト
ビ
ル
の
ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ナ
で
共
に
闘
病
し
た
三
人
の
戦
友
に
は
、

天
才
科
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
ら
し
き
人
物
が
登
場
し
な
い
謎
を
、
芹
沢
光
治
良
記
念
館
の
剱
持
直

樹
氏
に
調
べ
て
も
ら
っ
た
ら
、
昭
和
55(1980)

年
２
月
か
ら
同
59(1984)

年
１
月
ま
で
の
モ
ー

リ
ス
と
ジ
ャ
ン
か
ら
送
ら
れ
芹
沢
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る
11

通
の
手
紙
に
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
の

こ
と
が
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
‼ 

「
マ
ダ
ム
・
セ
リ
ザ
ワ
」
や
「
フ
ラ
ン
ス
の
偉

大
な
作
家
ケ
ッ
セ
ル
」
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
随
筆
や
自
伝
に
明
記
し
て
い
る
ジ

ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
マ
ン
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
思
議
で
す
。
自
伝
的
な
闘
病

を
書
い
た
『
離
愁
』
は
小
説
で
す
か
ら
、
敢
え
て
書
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
・

シ
ャ
ル
マ
ン
の
名
は
、
モ
ー
リ
ス
か
ら
半
世
紀
後
に
届
い
た
便
り
の
後
に
、
最
も
大
切
な
人

と
し
て
当
然
の
こ
と
と
し
て
芹
沢
光
治
良
は
明
記
し
て
い
ま
す
。
随
筆
や
自
伝
は
本
当
の
こ

と
を
書
く
も
の
で
す
。
架
空
に
想
像
し
た
人
を
自
筆
の
墓
碑
銘
に
明
記
す
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

晩
年
の
連
作
に
は
、
ア
ラ
ン
の
分
身
論
と
し
て
架
空
の
「
森
次
郎
」
が
登
場
し
、
死
去
し

た
ジ
ャ
ッ
ク
が
実
相
の
世
界
か
ら
現
れ
て
芹
沢
光
治
良
を
導
き
ま
す…

。
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ

ル
マ
ン
の
確
認
に
、
書
簡
や
日
記
を
徹
底
調
査
し
た
い
も
の
で
す
。〔
令
和
５(2023)

年
７
月
識
〕 


